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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＰＵＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）信
号を転送する方法であって、前記方法は、ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－ａｄｖａｎｃｅｄ）ベースのセルに対するカバレッジ
拡張を支援する無線機器によって遂行され、
　第１の複数個のサブフレームおよび第２の複数個のサブフレームを含む複数個のサブフ
レームにわたって反復される前記ＰＵＣＣＨ信号を転送することと、
　第１の周波数領域から第２の周波数領域への周波数ホッピングを遂行することと
　を含み、
　前記第１の複数個のサブフレームにわたって反復される前記ＰＵＣＣＨ信号は、前記第
１の周波数領域において転送され、
　前記第２の複数個のサブフレームにわたって反復される前記ＰＵＣＣＨ信号は、前記第
２の周波数領域において転送され、
　前記第１の周波数領域および前記第２の周波数領域は、６個のＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）の副帯域に含まれる、方法。
【請求項２】
　前記無線機器は、アップリンクシステム帯域幅内の前記６個のＰＲＢの前記副帯域内で
動作するように構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記周波数ホッピングは、前記副帯域内または前記副帯域の単位で遂行される、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　反復水準に従って前記ＰＵＣＣＨ信号の反復回数を決定することをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＵＣＣＨ信号は、セルのカバレッジ拡張に位置している前記無線機器に対して反
復される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＰＵＣＣＨリソースに対する構成を受信することであって、前記ＰＵＣＣＨリソースに
対する前記構成は、ＰＵＣＣＨの反復水準に従って指定される、ことと、
　前記構成に基づいて対応するＰＵＣＣＨリソースを決定することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＵＣＣＨリソースに対する前記構成は、セル特定値を含む、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記セル特定値は、
　循環桁移動で区分可能な前記ＰＵＣＣＨ信号の個数を指定するパラメータと、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ－ａｃｋ
ｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を含む前記ＰＵＣＣＨリソースの開始位置を指定するパラメ
ータと、前記ＰＵＣＣＨリソースがＣＳＩ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ）を含むスロット当たりのＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂ
ｌｏｃｋ）の個数を指定するパラメータとのうちの少なくとも１つを含む、請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　ＰＵＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）信
号を転送する無線機器であって、前記無線機器は、ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ）またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－ａｄｖａｎｃｅｄ）ベースのセルに対するカ
バレッジ拡張を支援し、
　送受信器と、
　前記送受信器に動作可能に接続されたプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　第１の複数個のサブフレームおよび第２の複数個のサブフレームを含む複数個のサブフ
レームにわたって反復される前記ＰＵＣＣＨ信号を転送することと、
　第１の周波数領域から第２の周波数領域への周波数ホッピングを遂行することと
　を実行するように構成され、
　前記第１の複数個のサブフレームにわたって反復される前記ＰＵＣＣＨ信号は、前記第
１の周波数領域において転送され、
　前記第２の複数個のサブフレームにわたって反復される前記ＰＵＣＣＨ信号は、前記第
２の周波数領域において転送され、
　前記第１の周波数領域および前記第２の周波数領域は、６個のＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）の副帯域に含まれる、無線機器。
【請求項１０】
　前記無線機器は、アップリンクシステム帯域幅内の前記６個のＰＲＢの前記副帯域内で
動作するように構成される、請求項９に記載の無線機器。
【請求項１１】
　前記周波数ホッピングは、前記副帯域内または前記副帯域の単位で遂行される、請求項
９に記載の無線機器。
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【請求項１２】
　前記プロセッサは、反復水準に従って前記ＰＵＣＣＨ信号の反復回数を決定するように
さらに構成される、請求項９に記載の無線機器。
【請求項１３】
　前記ＰＵＣＣＨ信号は、セルのカバレッジ拡張に位置している前記無線機器に対して反
復される、請求項９に記載の無線機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の向上である　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ
ｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）
　は、３ＧＰＰリリース（ｒｅｌｅａｓｅ）８で紹介されている。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、
ダウ　ンリンクでＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）を使用し　、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ
（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）を使用する。最大４個のアンテナを有するＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）を採用する。最近、３ＧＰＰ　
ＬＴＥの進化である３ＧＰＰ　Ｌ　ＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に対する議論
が進行中である。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ１０．４．０（２０１１－１２）　“Ｅｖｏｌｖｅ
ｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－
ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）”に開示されているように、ＬＴＥにおいて、物理　チャネル
は、ダウンリンクチャネルであるＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）とＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、アップ　リンクチャネルであるＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）とＰＵＣＣ　Ｈ（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に分けられる。
【０００４】
　一方、最近には人との相互作用（ｈｕｍａｎ　ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ）無しで、即ち
人の介　入無しで装置間または装置とサーバとの間に生じる通信、即ちＭＴＣ（Ｍａｃｈ
ｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）に対する研究が活発に行われている。
前記ＭＴＣは、人間が使用する端末でない機械装置が既存の無線通信ネットワークを用い
て通信する概念をいう。
【０００５】
　前記ＭＴＣの特性は一般的な端末と異なるので、ＭＴＣ通信に最適化されたサービスは
人対人（ｈｕｍａｎ　ｔｏ　ｈｕｍａｎ）通信に最適化されたサービスと異なることがあ
る。ＭＴＣ通信は、現在の移動ネットワーク通信サービス（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）と比較して、互いに異なるマーケッ
トシナリオ（ｍａｒｋｅｔ　ｓｃｅｎａｒｉｏ）、データ通信、少ない費用と努力、潜在
的に非常に多い数のＭＴＣ機器、広いサービス領域、及びＭＴＣ機器当たり低いトラフィ
ック（ｔｒａｆｆｉｃ）などに特徴できる。
【０００６】
　ＭＴＣ機器の単価を低めるための一つの方案に、セルのシステム帯域幅に関わらず、前
記ＭＴＣ機器は縮小された帯域、即ち副帯域のみ使用することができる．
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　アップリンクチャンネルのうち、ＰＵＣＣＨはセルのアップリンクシステム帯域幅の全
体を基準に両端で転送されるようになっている。したがって、既存の技術によれば、前記
ＭＴＣ機器はＰＵＣＣＨを前記いずれか一つの副帯域上で転送できないという問題点があ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本明細書の開示は、前述した問題点を解決することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本明細書の開示はＭＴＣが動作する副帯域内でＰＵＣ
ＣＨを転送できるようにする方案を提示する。
【０００９】
　具体的に、本明細書の開示はＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ）機器がＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）を転送する方法を提示する。前記ＰＵＣＣＨ転送方法はＰＵＣＣＨの反復水
準別の独立的なＰＵＣＣＨリソースに対する設定を受信するステップと；前記設定に基づ
いて、反復水準に該当するＰＵＣＣＨリソースを決定するステップと；前記決定されたリ
ソース上で、前記ＰＵＣＣＨを反復転送するステップとを含むことができる。
【００１０】
　前記方法は、前記反復水準によって前記ＰＵＣＣＨを反復して転送する回数を決定する
ステップをさらに含むことができる。
【００１１】
　前記ＰＵＣＣＨの反復転送は、前記ＭＴＣ機器がセルのカバレッジ拡張地域に位置した
場合に遂行できる。
【００１２】
　前記ＰＵＣＣＨリソースに対する設定は、セル－特定的に（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ）定まる値を含むことができる。
【００１３】
　一方、本明細書の開示は、ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎ）機器がＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を転送する方法をまた提供する。前記方法は、ＰＵＣＣＨを複数個のサブフレ
ーム上で反復転送するステップと；前記反復転送遂行の途中に、前記ＰＵＣＣＨに対する
周波数ホッピングを遂行するステップを含むことができる。ここで、前記ＰＵＣＣＨが転
送される周波数領域位置は前記複数個のうち、少なくともｎ個のサブフレーム区間には同
一に維持できる。
【００１４】
　前記ＰＵＣＣＨが転送される周波数領域位置はスロット単位でホッピングされないこと
がある。
【００１５】
　前記ＰＵＣＣＨが転送される周波数領域はアップリンクシステム帯域のうち、一部の副
帯域内に位置することができる。
【００１６】
　前記周波数ホッピングは、前記副帯域内で遂行できる。
【００１７】
　代案的に、前記周波数ホッピングは前記副帯域単位で遂行できる。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）機器がＰＵＣＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を転送する方法
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であって、
　ＰＵＣＣＨの反復水準別の独立的なＰＵＣＣＨリソースに対する設定を受信するステッ
プと、
　前記設定に基づいて反復水準に該当するＰＵＣＣＨリソースを決定するステップと、
　前記決定されたリソース上で、前記ＰＵＣＣＨを反復転送するステップと、
を含むことを特徴とする、ＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目２）
　前記反復水準によって前記ＰＵＣＣＨを反復して転送する回数を決定するステップをさ
らに含むことを特徴とする、項目１に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目３）
　前記ＰＵＣＣＨの反復転送は、
　前記ＭＴＣ機器がセルのカバレッジ拡張地域に位置した場合に遂行されることを特徴と
する、項目１に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目４）
　前記ＰＵＣＣＨリソースに対する設定は、
　セル－特定的に（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）定まる値を含むことを特徴とする、項
目１に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目５）
　前記セル－特定的に（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）定まる値は、
　循環桁移動（Ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）で区分可能な個数を指定することに用いられ
るパラメータ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを含むＰＵＣＣＨリソースの開始位置を指定することに
使用できるパラメータ、ＣＳＩを含むＰＵＣＣＨリソースが含まれることができるスロッ
ト当たりＰＲＢ個数を示すパラメータのうち、一つ以上を含むことを特徴とする、項目４
に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目６）
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）機器がＰＵＣＣＨ
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を転送する方法
であって、
　ＰＵＣＣＨを複数個のサブフレーム上で反復転送するステップと、
　前記反復転送遂行の途中に、前記ＰＵＣＣＨに対する周波数ホッピングを遂行するステ
ップとを含み、
　ここで、前記ＰＵＣＣＨが転送される周波数領域位置は前記複数個のうち、少なくとも
ｎ個のサブフレーム区間には同一に維持されることを特徴とする、ＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目７）
　前記ＰＵＣＣＨが転送される周波数領域位置はスロット単位でホッピングできないこと
を特徴とする、項目６に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目８）
　前記ＰＵＣＣＨが転送される周波数領域は、アップリンクシステム帯域のうち、一部の
副帯域内に位置することを特徴とする、項目６に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目９）
　前記周波数ホッピングは、
　前記副帯域内で遂行されることを特徴とする、項目８に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
（項目１０）
　前記周波数ホッピングは、
　前記副帯域単位で遂行されることを特徴とする、項目８に記載のＰＵＣＣＨ転送方法。
【発明の効果】
【００１８】
　本明細書の開示によれば、前述した従来技術の問題点が解決できる。
【００１９】
　具体的に、本明細書の開示によれば、システム帯域全体でない一部副帯域上で動作する
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ＭＴＣ機器がＰＵＣＣＨ領域を効率的に設定することができ、したがって、既存の一般Ｕ
Ｅと他のＭＴＣ機器に対するＰＵＳＣＨのＲＢ割り当てに柔軟性を増大させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】無線通信システムである。
【図２】３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、ＦＤＤによる無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍ
ｅ）の構造を示す。
【図３】３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、一つのアップリンクまたはダウンリンクスロットに
対するリソースグリッド（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒｉｄ）を示す例示図である。
【図４】ダウンリンクサブフレームの構造を示す。
【図５】３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、アップリンクサブフレームの構造を示す。
【図６】ＰＵＣＣＨフォーマットに従う転送領域を示す例示図である。
【図７】ＥＰＤＣＣＨを有するサブフレームの一例である。
【図８ａ】ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）通信の一
例を示す。
【図８ｂ】ＭＴＣ機器のためのセルカバレッジ拡張の例示である。
【図８ｃ】アップリンクチャンネルの束を転送する例を示す例示図である。
【図９】セルのダウンリンクシステム帯域幅のうちの一部副帯域だけをＭＴＣ機器が使用
する例を示す例示図である。
【図１０ａ】ＭＴＣ機器のためにシステム帯域の両端でない、副帯域の両端にＰＵＣＣＨ
を割り当てる例を示す。
【図１０ｂ】ＭＴＣ機器のためにシステム帯域の両端でない、副帯域のある一端にＰＵＣ
ＣＨを割り当てる例を示す。
【図１１】ＰＵＣＣＨの反復水準別にＰＵＣＣＨ領域に対する設定をシグナリングする例
を示す。
【図１２ａ】ＰＵＣＣＨが反復転送される場合、周波数ホッピングが適用される例を示す
。
【図１２ｂ】ＰＵＣＣＨが反復転送される場合、周波数ホッピングが適用される例を示す
。
【図１３】複数のＭＴＣ機器の間にアップリンク副帯域またはダウンリンク副帯域が同一
な状況を示す例示図である。
【図１４】本明細書の開示が具現される無線通信システムを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）または３ＧＰＰ　ＬＴＥ－
Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に基づいて本発　明が適用されることを記述する。これ
は例示に過ぎず、本発明は、多様な無線通信システムに適用されることができる。以下、
ＬＴＥとは、ＬＴＥ及び／またはＬＴＥ－Ａを含む。
【００２２】
　本明細書で使われる技術的用語は、単に特定の実施例を説明するために使われたもので
あり、本発明を限定するものではないことに留意しなければならない。また、本明細書で
使われる技術的用語は、本明細書で特別に他の意味で定義されない限り、本発明が属する
技術分野において、通常の知識を有する者により一般的に理解される意味で解釈されなけ
ればならず、過度に包括的な意味または過度に縮小された意味で解釈されてはならない。
また、本明細書で使われる技術的な用語が本発明の思想を正確に表現することができない
技術的用語である場合、当業者が正確に理解することができる技術的用語に変えて理解し
なければならない。また、本発明で使われる一般的な用語は、辞書の定義によってまたは
前後の文脈によって解釈されなければならず、過度に縮小された意味で解釈されてはなら
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ない。
【００２３】
　また、本明細書で使われる単数の表現は、文脈上、明白に異なる意味ではない限り、複
数の表現を含む。本出願において、“構成される”または“有する”などの用語は、明細
書上に記載された複数の構成要素、または複数のステップを必ず全部含むと解釈されては
ならず、そのうち一部構成要素または一部ステップは含まないこともあり、または追加的
な構成要素またはステップをさらに含むこともあると解釈されなければならない。
【００２４】
　また、本明細書で使われる第１及び第２などのように序数を含む用語は、多様な構成要
素の説明に使われることができるが、前記構成要素は、前記用語により限定されてはなら
ない。前記用語は、一つの構成要素を他の構成要素から区別する目的としてのみ使われる
。例えば、本発明の権利範囲を外れない限り、第１の構成要素は第２の構成要素と命名す
ることができ、同様に、第２の構成要素も第１の構成要素と命名することができる。
【００２５】
　一構成要素が他の構成要素に“連結されている”または“接続されている”と言及され
た場合、該当他の構成要素に直接的に連結されており、または接続されていることもある
が、中間に他の構成要素が存在することもある。それに対し、一構成要素が他の構成要素
に“直接連結されている”または“直接接続されている”と言及された場合、中間に他の
構成要素が存在しないと理解しなければならない。
【００２６】
　以下、添付図面を参照して本発明による好ましい実施例を詳細に説明し、図面符号に関
係なしに同じまたは類似の構成要素は同じ参照番号を付与し、これに対する重なる説明は
省略する。また、本発明を説明するにあたって、関連した公知技術に対する具体的な説明
が本発明の要旨を不明にすると判断される場合、その詳細な説明を省略する。また、添付
図面は、本発明の思想を容易に理解することができるようにするためのものであり、添付
図面により本発明の思想が制限されると解釈されてはならないことに留意しなければなら
ない。本発明の思想は、添付図面外に全ての変更、均等物乃至代替物にまで拡張されると
解釈されなければならない。
【００２７】
　以下で使われる用語である基地局は、一般的に無線機器と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ
　ｓｔａｔｉｏｎ）を意味し、ｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ｅＮＢ（
ｅｖｏｌｖｅｄ－　ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎ　ｔ）等、他の用語で呼ばれるこ
ともある。
【００２８】
　また、以下で使われる用語であるＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、固定され
て　もよいし、移動性を有してもよく、機器（Ｄｅｖｉｃｅ）、無線機器（Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｄｅｖｉｃ　ｅ）、端末（Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＭＳ（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉ
ｏｎ）、ＵＴ（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ　（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａ
ｔｉｏｎ）、ＭＴ（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）等、他の用語で呼ばれることも　
ある。
【００２９】
　図１は、無線通信システムである。
【００３０】
　図１を参照して分かるように、無線通信システムは、少なくとも一つの基地局（ｂａｓ
ｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）２０を含む。各基地局２０は、特定の地理的領域（一般的に
セルという）２０ａ、２０ｂ、２０ｃに対して通信サービスを提供する。また、セルは、
複数の領域（セクターという）に分けられる。
【００３１】
　ＵＥは、通常的に、一つのセルに属し、ＵＥが属するセルをサービングセル（ｓｅｒｖ
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ｉｎｇ　ｃｅｌｌ）という。サービングセルに対して通信サービスを提供する基地局をサ
ービング基地局（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＢＳ）という。無線通信システムは、セルラーシステ
ム（ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｓｙｓｔｅｍ）であるため、サービングセルに隣接する他のセル
が存在する。サービングセルに隣接する他のセルを隣接セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌ
ｌ）という。隣接セルに対して通信サービスを提供する基地局を隣接基地局（ｎｅｉｇｈ
ｂｏｒ　ＢＳ）という。サービングセル及び隣接セルは、ＵＥを基準にして相対的に決定
される。
【００３２】
　以下、ダウンリンクは、基地局２０からＵＥ１０への通信を意味し、アップリンクは、
ＵＥ１０から基地局２０への通信を意味する。ダウンリンクにおいて、送信機は基地局２
０の一部分であり、受信機はＵＥ１０の一部分である。アップリンクにおいて、送信機は
ＵＥ１０の一部分であり、受信機は基地局２０の一部分である。
【００３３】
　一方、無線通信システムは、大いに、ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　ｄｕｐｌｅｘ）　方式とＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）方式と
に分けられる。ＦＤＤ方式によると、アップリンク送信とダウンリンク送信が互いに異な
る周波数帯域を占めて行われる。ＴＤＤ方式によると、アップリンク送信とダウンリンク
送信が同じ周波数帯域を占めて互いに異なる時間に行われる。ＴＤＤ方式のチャネル応答
は、実質的に相互的（ｒｅｃｉｐｒｏｃａｌ）である。これは与えられた周波数領域でダ
ウンリンクチャネル応答とアップリンクチャネル応答がほぼ同じであるということを意味
する。したがって、ＴＤＤに基づく無線通信システムにおいて、ダウンリンクチャネル応
答は、アップリンクチャネル応答から得られることができるという長所がある。ＴＤＤ方
式は、全体周波数帯域をアップリンク送信とダウンリンク送信が時分割されるため、基地
局によるダウンリンク送信とＵＥによるアップリンク送信が同時に実行されることができ
ない。アップリンク送信とダウンリンク送信がサブフレーム単位で区分されるＴＤＤシス
テムにおいて、アップリンク送信とダウンリンク送信は、互いに異なるサブフレームで実
行される。
【００３４】
　以下、ＬＴＥシステムに対し、より詳細に説明する。
【００３５】
　図２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、ＦＤＤによる無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａ
ｍｅ）の構造を示す。
【００３６】
　図２に示す無線フレームは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ１０．４．０（２０１
１－１２）“Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ
　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）”の５節を参照することができる。
【００３７】
　図２を参照すると、無線フレームは、１０個のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）を含
み、一つのサブフレームは、２個のスロット（ｓｌｏｔ）を含む。無線フレーム内のスロ
ットは、０から１９までのスロット番号が付けられる。一つのサブフレームの送信にかか
る時間を送信時間区間（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ：ＴＴ
Ｉ）という。ＴＴＩは、データ送信のためのスケジューリング単位である。例えば、一つ
の無線フレームの長さは１０ｍｓであり、一つのサブフレームの長さは１ｍｓであり、一
つのスロットの長さは０．５ｍｓである。
【００３８】
　無線フレームの構造は、例示に過ぎず、無線フレームに含まれるサブフレームの数また
はサブフレームに含まれるスロットの数等は、多様に変更されることができる。
【００３９】
　一方、一つのスロットは、複数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃ
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ｙ　ｄｉｖｉｓｉ　ｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含むことができる。一
つのスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの数は、循環前置（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉ
ｘ：ＣＰ）によって変わることができる。ノーマル（ｎｏｒｍａｌ）ＣＰで、１スロット
は７ＯＦＤＭシンボルを含み、拡張（ｅｘｔｅｎｄｅｄ）ＣＰで、１スロットは６ＯＦＤ
Ｍシンボルを含む。ここで、ＯＦＤＭシンボルは、３ＧＰＰ　ＬＴＥがダウンリンク（ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ、ＤＬ）でＯＦＤＭＡ（ｏｒｏｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）を使用するため、時間領域で一つ
のシンボル区間（ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒｉｏｄ）を表現するためのものに過ぎず、多重接
続方式や名称に制限をおくものではない。例えば、ＯＦＤＭシンボルは、ＳＣ－ＦＤＭＡ
（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）シンボル、シンボル区間など、他の名称で呼ばれることもある。
【００４０】
　図３は、３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいて、一つのアップリンクまたはダウンリンクスロット
に対するリソースグリッド（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒｉｄ）を示す例示図である。
【００４１】
　図３を参照すると、スロットは時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で複数のＯＦＤ　
Ｍ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ
ｘｉｎｇ）シンボルを含み、周波数　領域（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｏｍａｉｎ）でＮＲ
Ｂ個のリソースブロック（ＲＢ）を含む。例えば、ＬＴＥシステムにおけるリソースブロ
ック（ＲＢ）の個数、即ちＮＲＢは６から１１０のうちのいずれかの一つでありうる。
【００４２】
　リソースブロック（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ：ＲＢ）はリソース割り当て単位で
、一つのスロットで複数の副搬送波を含む。例えば、一つのスロットが時間領域で７個の
ＯＦＤＭシンボルを含み、リソースブロックは周波数領域で１２個の副搬送波を含まれば
、一つのリソースブロックは７×１２個のリソースエレメント（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔ：ＲＥ）を含むことができる。
【００４３】
　一方、一つのＯＦＤＭシンボルで副搬送波の数は１２８、２５６、５１２、１０２４、
１５３６、及び２０４８のうち、一つを選定して使用することができる。
【００４４】
　図３の３ＧＰＰ　ＬＴＥで一つのアップリンクスロットに対するリソースグリッドはダ
ウンリンクスロットに対するリソースグリッドにも適用できる。
【００４５】
　図４は、ダウンリンクサブフレームの構造を示す。
【００４６】
　図４ではノーマルＣＰを仮定して例示的に一つのスロット内に７ＯＦＤＭシンボルが含
むものとして図示した。
【００４７】
　ＤＬ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）サブフレームは、時間領域で制御領域（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒ
ｅｇｉｏｎ）　とデータ領域（ｄａｔａ　ｒｅｇｉｏｎ）とに分けられる。制御領域は、
サブフレーム内の最初のスロットの先の最大３個のＯＦＤＭシンボルを含むが、制御領域
に含まれるＯＦＤＭシンボルの個数は変わることがある。制御領域にはＰＤＣＣＨ（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及び他の制御チャ
ンネルが割り当てられ、データ領域にはＰＤＳＣＨが割り当てられる。
【００４８】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥで物理チャンネルはデータチャンネルであるＰＤＳＣＨ　（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）とＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、及び制御チャンネルである
ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）
、ＰＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏ



(10) JP 6880119 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

ｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＨ　ＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、及びＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に分けられる。
【００４９】
　図５は、３ＧＰＰ　ＬＴＥでアップリンクサブフレームの構造を示す。
【００５０】
　図５を参照すると、アップリンクサブフレームは周波数領域で制御領域とデータ領域と
に分けられる。制御領域にはアップリンク制御情報が転送されるためのＰＵＣＣＨ（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。デ
ータ領域は、データ（場合によって制御情報も共に転送できる）が転送されるためのＰＵ
ＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当て
られる。
【００５１】
　一つのＵＥに対するＰＵＣＣＨはサブフレームでリソースブロック対（ＲＢ　ｐａｉｒ
）で割り当てられる。リソースブロック対に属するリソースブロックは、第１スロットと
第２スロットの各々で互いに異なる副搬送波を占める。ＰＵＣＣＨに割り当てられるリソ
ースブロック対に属するリソースブロックが占める周波数は、スロット境界（ｓｌｏｔ　
ｂｏｕｎｄａｒｙ）を基準に変更される。これをＰＵＣＣＨに割り当てられるＲＢ対がス
ロット境界で周波数がホッピング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｈｏｐｐｅｄ）されたという。
【００５２】
　ＵＥがアップリンク制御情報を時間によって互いに異なる副搬送波を通じて転送するこ
とによって、周波数ダイバーシティ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）利得を
得ることができる。ｍはサブフレーム内でＰＵＣＣＨに割り当てられたリソースブロック
対の論理的な周波数領域位置を示す位置インデックスである。
【００５３】
　ＰＵＣＣＨ上に転送されるアップリンク制御情報にはＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔ
ｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）ＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎ
ｔ）／ＮＡＣＫ（ｎｏｎ－ａｃｋ　ｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）、ダウンリンクチャンネ
ル状態を示すＣＱＩ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、アップ
リンク無線リソース割り当て要請であるＳＲ（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅ　ｑｕｅｓｔ
）などがある。
【００５４】
　ＰＵＳＣＨは転送チャンネル（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）であるＵＬ－Ｓ
ＣＨにマッピングされる。ＰＵＳＣＨ上に転送されるアップリンクデータは、転送時間区
間（ＴＴＩ）の間転送されるＵＬ－ＳＣＨのためのデータブロックである転送ブロック（
ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ）でありうる。前記転送ブロックは、ユーザ情報であり
うる。または、アップリンクデータは多重化された（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｄ）データで
ありうる。多重化されたデータはＵＬ－ＳＣＨのための転送ブロックと制御情報が多重化
されたものでありうる。例えば、データに多重化される制御情報には、ＣＱＩ、ＰＭＩ（
Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＨＡＲＱ、ＲＩ（ｒａｎｋ
　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などがありうる。または、アップリンクデータは制御情報だけで
構成されることもできる。
【００５５】
　図６は、ＰＵＣＣＨフォーマットに従う転送領域を示す例示図である。
【００５６】
　図６を参照してＰＵＣＣＨフォーマット（ＰＵＣＣＨ　ｆｏｒｍａｔ）について説明す
る。
【００５７】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１は、スケジューリング要請（ＳＲ；Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　
Ｒｅｑｕｅｓｔ）を運ぶ。この際、ＯＯＫ（Ｏｎ－Ｏｆｆ　Ｋｅｙｉｎｇ）方式が適用で
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きる。ＰＵＣＣＨフォーマット１ａは一つのコードワード（ｃｏｄｅｗｏｒｄ）に対して
ＢＰＳＫ（Ｂｉｎａｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）方式により変調され
たＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｏｎ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇ
ｅｍｅｎｔ）を運ぶ。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、２個のコードワードに対してＱＰ
ＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）方式により変調
されたＡＣＫ／ＮＡＣＫを運ぶ。ＰＵＣＣＨフォーマット２は、ＱＰＳＫ方式により変調
されたＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を運ぶ。ＰＵＣ
ＣＨフォーマット２ａと２ｂは、ＣＱＩとＡＣＫ／ＮＡＣＫを運ぶ。
【００５８】
　以下の表はＰＵＣＣＨフォーマットを示す。
【００５９】
【表１】

【００６０】
　各ＰＵＣＣＨフォーマットはＰＵＣＣＨ領域にマッピングされて転送される。例えば、
ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂは、端末に割り当てられた帯域の縁のリソースブ
ロック（図６で、ｍ＝０，１）にマッピングされて転送される。混合ＰＵＣＣＨリソース
ブロック（ｍｉｘｅｄ　ＰＵＣＣＨ　ＲＢ）は、前記ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／
２ｂが割り当てられるリソースブロックに前記帯域の中心方向に隣接したリソースブロッ
ク（例えば、ｍ＝２）にマッピングされて転送できる。ＳＲ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが転送さ
れるＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂは、ｍ＝４またはｍ＝５のリソースブロック
に配置できる。ＣＱＩが転送されるＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂに使用できる
リソースブロックの数（Ｎ（２）ＲＢ）はブロードキャスティングされる信号を通じて端
末に指示できる。
【００６１】
　＜搬送波集成＞
　ここに、搬送波集成（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ：ＣＡ）システムにつ
いて説明する。
【００６２】
　搬送波集成システムは、多数の要素搬送波（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ：Ｃ
Ｃ）を集成することを意味する。このような搬送波集成によって、既存のセルの意味が変
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更された。搬送波集成によれば、セルとは、ダウンリンク要素搬送波とアップリンク要素
搬送波との組み合せ、または単独のダウンリンク要素搬送波を意味することができる。
【００６３】
　また、搬送波集成でセルは、プライマリセル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｅｌｌ）、セコンダ
リーセル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）、及びサービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃ
ｅｌｌ）に区分できる。プライマリセルはプライマリ周波数で動作するセルを意味し、Ｕ
Ｅが基地局との最初連結確立過程（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔａｂ
ｌｉｓｈｍｅｎｔ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）または連結再確立過程を遂行するセル、または
ハンドオーバー過程でプライマリセルとして指示されたセルを意味する。セコンダリーセ
ルはセコンダリー周波数で動作するセルを意味し、一旦ＲＲＣ連結が確立されれば設定さ
れ、追加的な無線リソースを提供することに使われる。
【００６４】
　前述したように、搬送波集成システムでは単一搬送波システムとは異なり、複数の要素
搬送波（ＣＣ）、即ち、複数のサービングセルを支援することができる。
【００６５】
　このような搬送波集成システムは、交差搬送波スケジューリングを支援することができ
る。交差搬送波スケジューリング（ｃｒｏｓｓ－ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ
）は、特定要素搬送波を通じて転送されるＰＤＣＣＨを介して他の要素搬送波を通じて転
送されるＰＤＳＣＨのリソース割り当て及び／又は前記特定要素搬送波と基本的にリンク
されている要素搬送波の以外の他の要素搬送波を通じて転送されるＰＵＳＣＨのリソース
割り当てを行うことができるスケジューリング方法である。
【００６６】
　＜ＥＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）＞
　一方、ＰＤＣＣＨはサブフレーム内の制御領域という限定された領域でモニタリングさ
れ、またＰＤＣＣＨの復調のためには前帯域で転送されるＣＲＳが使われる。制御情報の
種類が多様化し、制御情報の量が増加するにつれて、既存のＰＤＣＣＨだけではスケジュ
ーリングの柔軟性が落ちる。また、ＣＲＳ転送による負担を減らすために、ＥＰＤＣＣＨ
（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＰＤＣＣＨ）が導入されている。
【００６７】
　図７は、ＥＰＤＣＣＨを有するサブフレームの一例である。
【００６８】
　サブフレームは０または一つのＰＤＣＣＨ領域４１０及び０またはその以上のＥＰＤＣ
ＣＨ領域４２０、４３０を含むことができる。
【００６９】
　ＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０は、無線機器がＥＰＤＣＣＨをモニタリングする領域
である。ＰＤＣＣＨ領域４１０は、サブフレームの先の最大４個のＯＦＤＭシンボル内で
位置するが、ＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０はＰＤＣＣＨ領域４１０の以後のＯＦＤＭ
シンボルで柔軟にスケジューリングできる。
【００７０】
　無線機器に一つ以上のＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０が指定され、無線機器は指定さ
れたＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０でＥＰＤＣＣＨをモニタリングすることができる。
【００７１】
　ＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０の個数／位置／サイズ、及び／又はＥＰＤＣＣＨをモ
ニタリングするサブフレームに関する情報は、基地局が無線機器にＲＲＣメッセージなど
を通じて知らせることができる。
【００７２】
　ＰＤＣＣＨ領域４１０ではＣＲＳに基づいてＰＤＣＣＨを復調することができる。ＥＰ
ＤＣＣＨ領域４２０、４３０ではＥＰＤＣＣＨの復調のためにＣＲＳでないＤＭ（ｄｅｍ
ｏｄｕｌａｔｉｏｎ）　ＲＳを定義することができる。関連したＤＭ　ＲＳは対応するＥ
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ＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０で転送できる。
【００７３】
　各ＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０は、互いに異なるセルのためのスケジューリングに
使用できる。例えば、ＥＰＤＣＣＨ領域４２０内のＥＰＤＣＣＨは、１次セルのためのス
ケジューリング情報を運び、ＥＰＤＣＣＨ領域４３０内のＥＰＤＣＣＨは２次セルのため
のスケジューリング情報を運ぶことができる。
【００７４】
　ＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０でＥＰＤＣＣＨが多重アンテナを介して転送される時
、ＥＰＤＣＣＨ領域４２０、４３０内のＤＭ　ＲＳはＥＰＤＣＣＨと同一なプリコーディ
ングが適用できる。
【００７５】
　ＰＤＣＣＨが転送リソース単位でＣＣＥを使用することと比較して、ＥＰＣＣＨのため
の転送リソース単位をＥＣＣＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　
Ｅｌｅｍｅｎｔ）という。集合レベル（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）は、ＥＰ
ＤＣＣＨをモニタリングするリソース単位で定義できる。例えば、１ＥＣＣＥがＥＰＤＣ
ＣＨのための最小リソースという時、集合レベルＬ＝｛１，２，４，８，１６｝のように
定義できる。
【００７６】
　以下で、ＥＰＤＤＣＨ検索空間（ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）はＥＰＤＣＣＨ領域に対
応できる。ＥＰＤＣＣＨ検索空間では一つまたはその以上の集合レベル毎に一つまたはそ
の以上のＥＰＤＣＣＨ候補がモニタリングできる。
【００７７】
　＜ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）通信＞
　一方、以下、ＭＴＣについて説明する。
【００７８】
　図８ａは、ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）通信の
一例を示す。
【００７９】
　ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）は、人間相互作用
（ｈｕｍａｎ　ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ）を伴わないＭＴＣ機器１００の間に基地局２０
０を通じての情報交換、またはＭＴＣ機器１００とＭＴＣサーバ７００との間に基地局を
通じての情報交換をいう。
【００８０】
　ＭＴＣサーバ７００は、ＭＴＣ機器１００と通信する個体（ｅｎｔｉｔｙ）である。Ｍ
ＴＣサーバ７００はＭＴＣアプリケーションを実行し、ＭＴＣ機器にＭＴＣ特定サービス
を提供する。
【００８１】
　ＭＴＣ機器１００はＭＴＣ通信を提供する無線機器であって、固定されるか、または移
動性を有することができる。
【００８２】
　ＭＴＣを通じて提供されるサービスは既存の人が介入する通信でのサービスとは差別性
を有し、追跡（Ｔｒａｃｋｉｎｇ）、計量（Ｍｅｔｅｒｉｎｇ）、支払い（Ｐａｙｍｅｎ
ｔ）、医療分野サービス、遠隔調整など、多様な範疇のサービスが存在する。より具体的
に、ＭＴＣを通じて提供されるサービスは、計量器検針、水位測定、監視カメラの活用、
自販機の在庫報告などがありうる。
【００８３】
　ＭＴＣ機器の特異性は、転送データ量が少なく、アップ／ダウンリンクデータ送受信が
時たまに発生するため、このような低いデータ転送率に合せてＭＴＣ機器の単価を低めて
、バッテリー消耗を減らすことが効率的である。このようなＭＴＣ機器は移動性が少ない
ことを特徴とし、したがって、チャンネル環境がほとんど変わらない特性を有している。



(14) JP 6880119 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

【００８４】
　図８ｂは、ＭＴＣ機器のためのセルカバレッジ拡張の例示である。
【００８５】
　最近、ＭＴＣ機器１００のために基地局のセルカバレッジ（ｃｏｖｅｒａｇｅ　Ｅｘｔ
ｅｎｓｉｏｎまたはＣｏｖｅｒａｇｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ：ＣＥ）を拡張すること
を考慮しており、セルカバレッジ拡張のための多様な技法が論議されている。
【００８６】
　ところで、セルのカバレッジが拡張される場合に、前記カバレッジ拡張地域に位置する
ＭＴＣ機器がアップリンクチャンネルを転送すれば、前記基地局はこれを受信することに
困難性を経るようになる。
【００８７】
　図８ｃは、アップリンクチャンネルの束を転送する例を示す例示図である。
【００８８】
　図８ｃを参照して分かるように、カバレッジ拡張領域に位置するＭＴＣ機器１００は、
アップリンクチャンネル（例えば、ＰＵＣＣＨ及び／又はＰＵＳＣＨ）を多数のサブフレ
ーム（例えば、Ｎ個のサブフレーム）上で反復して転送する。このように、前記多数のサ
ブフレーム上で反復されているアップリンクチャンネルをアップリンクチャンネルの束（
ｂｕｎｄｌｅ）という。
【００８９】
　一方、前記基地局はアップリンクチャンネルの束を多数のサブフレーム上で受信し、束
の一部または全体をデコーディングすることによって、デコーディング成功率を高めるこ
とができる。
【００９０】
　一方、前記基地局も同様に、前記カバレッジ拡張地域に位置するＭＴＣ機器にダウンリ
ンクチャンネル（例えば、ＰＤＣＣＨ及び／又はＰＤＳＣＨ）の束を多数のサブフレーム
上で転送することができる。
【００９１】
　図９は、セルのダウンリンクシステム帯域幅のうちの一部の副帯域だけをＭＴＣ機器が
使用する例を示す例示図である。
【００９２】
　ＭＴＣ機器のコスト低減（ｌｏｗ－ｃｏｓｔ）の一つ方案に、図９に示すように、セル
のダウンリンクシステム帯域幅を一定サイズ単位（例えば、１．４ＭＨｚ単位、または幾
つかのＲＢ単位）の多数の副帯域（ｓｕｂ－ｂａｎｄ）に分けて、ＭＴＣ機器が前記多数
の副帯域（ｓｕｂ－ｂａｎｄ）のうちのいずれか一つのみでダウンリンクチャンネルを受
信するようにすることができる。
【００９３】
　同様に、セルのアップリンクシステム帯域幅を一定サイズの多数の副帯域に分けて、Ｍ
ＴＣ機器が前記多数の副帯域（ｓｕｂ－ｂａｎｄ）のうちのいずれか一つのみでアップリ
ンクチャンネルを転送するようにすることができる。
【００９４】
　ところで、アップリンクチャンネルのうち、ＰＵＣＣＨはセルのアップリンクシステム
帯域幅の全体を基準に両端で転送されるようになっている。したがって、既存の技術によ
れば、前記ＭＴＣ機器はＰＵＣＣＨを前記セルのアップリンクシステム帯域幅のうちのい
ずれか一つの副帯域上で転送できないという問題点がある。
【００９５】
　＜本明細書の開示＞
　したがって、本明細書の開示はこのような問題点を解決する方案を提示することを目的
とする。
【００９６】
　簡略に、本明細書の開示はＭＴＣ機器がセルのアップリンクシステム帯域の全体でない
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、一部のアップリンク帯域（即ち、副帯域）上でアップリンクチャンネルを転送すること
ができるようにするための、前記アップリンクチャンネルのマッピング方式と転送方式な
どを提示する。
【００９７】
　言い換えると、本明細書の開示はＭＴＣ機器がセルのアップリンクシステム帯域の全体
でない、一部のアップリンク帯域（即ち、副帯域）上でＰＵＣＣＨを転送する場合、前記
ＰＵＣＣＨ領域を設定する方案と前記ＰＵＣＣＨをリソースにマッピングする方案を提示
する。この際、一つのＭＴＣ機器に複数の副帯域が割り当てられることができ、前記ＭＴ
Ｃ機器は前記複数の副帯域のうち、いずれか一つを状況によって選択して使用することが
できる。前記副帯域のサイズはセル内の全てのＭＴＣ機器に同一でありうる。ダウンリン
ク副帯域とアップリンク副帯域がＭＴＣ機器にそれぞれ設定できる。例えば、ＭＴＣ機器
１はアップリンク副帯域１とダウンリンク副帯域２の割り当てを受けて、ＭＴＣ機器２は
アップリンク副帯域２とダウンリンク副帯域２の割り当てを受けることができる。または
、複数のＭＴＣ機器が一つのダウンリンク副帯域を同一に割り当てを受けて、アップリン
ク副帯域は互いに異なるように割り当てを受けることができる。
【００９８】
　一方、以下、ＰＵＣＣＨのマッピングはＰＲＢ単位でなされることと説明される。但し
、周波数ホッピング（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｈｏｐｐｉｎｇ）またはアップリンク／ダウ
ンリンク副帯域単位のホッピングを考慮する場合には、前記ＰＲＢはまたＶＲＢ（ｖｉｒ
ｔｕａｌ　ＲＢ）と再解析することができる。この際、前記ＶＲＢをまた一連の過程を通
じてＰＲＢにマッピングできる。
以下、本明細書の開示を各節に分けて説明する。
【００９９】
　Ｉ．ＰＵＣＣＨ領域設定
　ＰＵＣＣＨフォーマット１／フォーマット２は、アップリンクシステム帯域幅の両端に
対応するＲＢからマッピングされて転送される。ＰＵＣＣＨフォーマット３系列は、ＲＲ
Ｃ段で設定した値に基づいてＰＲＢ位置が定まる。また、ＰＵＣＣＨはスロット単位ホッ
ピングが適用されて、偶数スロットと奇数スロットで転送されるＰＲＢ位置が異なること
がある。より詳しくは、ＰＵＣＣＨはシステム帯域幅を基準に互いに対称するようにマッ
ピング（一例に、ＰＵＣＣＨが偶数スロットでＰＲＢ０にマッピングされれば、奇数では
システム帯域幅－１に対応するＰＲＢにマッピング）される。即ち、ＰＵＳＣＨの連続的
なＲＢ割り当てを最大化できるように、ＰＵＣＣＨ領域（ＰＵＣＣＨフォーマット３を除
外）が設計された。ＭＴＣ機器が実質的な動作帯域としてアップリンクシステム帯域の全
体でない、一部の副帯域（例えば、６個のＲＢ）の割り当てを受けた場合、前記ＭＴＣ機
器のＰＵＣＣＨ領域を前記一部の副帯域の両端に配置する場合に、一般ＵＥのＰＵＳＣＨ
を連続的なＲＢに割り当てることに制約が生じる。また、前記ＭＴＣ機器が割り当てを受
けた副帯域の位置と異なる位置に副帯域の割り当てを受けた他のＭＴＣ機器のＰＵＳＣＨ
を連続的なＲＢに割り当てることにも制約が生じることがある。これについて図面を参照
して説明する。
【０１００】
　図１０ａは、ＭＴＣ機器のためにシステム帯域の両端でない、副帯域の両端にＰＵＣＣ
Ｈを割り当てる例を示す。
【０１０１】
　図１０ａを参照して分かるように、既存ＵＥは前記ＭＴＣ機器に割り当てられた副帯域
によって、ＰＵＳＣＨを連続的なＲＢに割り当てを受けることができない。
【０１０２】
　また、図１０ａを参照して分かるように、前記ＭＴＣ機器のＰＵＣＣＨ領域を前記アッ
プリンクシステム帯域の両端でない、副帯域の両端に配置する場合に、既存ＵＥは前記Ｍ
ＴＣ機器の副帯域のＰＵＳＣＨ領域も使用し難くなる。
【０１０３】
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　ＰＵＳＣＨを非連続的に割り当てられたＲＢ上で転送可能なＵＥとしても、システム帯
域幅によって設定されたＲＢＧに従ってＭＴＣ機器の副帯域に含まれたＲＢＧ使用に制約
が生じることもある。
【０１０４】
　このような問題はセルのアップリンクシステム帯域内に複数のＭＴＣ副帯域が設定され
る場合にさらに加重させることができる。
【０１０５】
　このような問題を解決するためには、ＰＵＣＣＨ領域設定をＭＴＣ機器のために再設計
することによって、迂回または軽減させることができる。既存に、ＰＵＣＣＨ領域をシス
テム帯域の両端に配置させる理由は、ＰＵＣＣＨ転送時、スロット単位周波数ホッピング
を遂行するためである。既存に、ＰＵＣＣＨは一つのスロットでシステム帯域幅の一側端
ＲＢと異なるスロットでシステム帯域幅の他側端ＲＢを対として使用して転送される形態
を帯び、このようなスロット単位ホッピングを通じてＰＵＣＣＨ転送時、ダイバーシティ
（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）効果を得ることを期待することができる。しかしながら、費用低
減次元でシステム帯域の全体でない一部の副帯域のみを使用するＭＴＣ機器は主に固定さ
れた場所に設置されることと期待されるので、チャンネル状態が変動無しで静的（ｓｔａ
ｔｉｃ）であることと予測され、またシステム帯域全体でない、一部の副帯域のみで動作
するので、スロット単位周波数ホッピングの効果は大きくないことと予測される。したが
って、ＭＴＣ機器がシステム帯域全体でない、一部の副帯域のみで動作する場合、ＰＵＣ
ＣＨ転送を行うことにおいて、スロット単位の周波数ホッピングを遂行しないようにする
ことができる。また、この場合、ＰＵＣＣＨ領域はシステム帯域幅の両端でなく、システ
ム帯域幅の一側端部分に配置されることを考慮することができる。このようにすれば、既
存ＵＥのＰＵＳＣＨを連続的なＲＢに割り当てられないという問題が多少軽減できる。
【０１０６】
　図１０ｂは、ＭＴＣ機器のためにシステム帯域の両端でない、副帯域のある一端にＰＵ
ＣＣＨを割り当てる例を示す。
【０１０７】
　図１０ｂを参照して分かるように、前記ＭＴＣ機器のＰＵＣＣＨ領域を前記アップリン
クシステム帯域の両端でない、副帯域の一側端に配置する場合に、既存ＵＥのＰＵＳＣＨ
を連続的なＲＢに割り当てることがより容易になることができる。
【０１０８】
　特に、既存ＵＥのＰＵＳＣＨ領域は前記ＭＴＣ機器のためのＰＵＳＣＨ領域と付いてい
るので、前記ＭＴＣ機器のためのＰＵＳＣＨ領域も前記既存ＵＥが活用することができる
余地がある。
【０１０９】
　以下、ＭＴＣ機器のためのＰＵＣＣＨ領域を割り当てる（または、設定する）具体的な
方案について説明する。
【０１１０】
　第１の方案として、システム帯域の全体でない、一部の副帯域のみを使用するＭＴＣ機
器のためのＰＵＣＣＨ領域は、上位階層シグナルを通じて割り当て／設定できる。前記上
位階層シグナルを通じての割り当て／設定は、前記ＭＴＣ機器のためのＰＵＣＣＨ領域を
アップリンクシステム帯域幅の両端に配置する方式、アップリンクシステム帯域幅の上側
のみに配置する方式、アップリンクシステム帯域幅の下方のみに配置する方式を含むこと
ができる。また、ＰＵＣＣＨをスロット単位で周波数ホッピングするかに対する設定を上
位階層シグナルを通じてＭＴＣ機器に設定してくれることができる。但し、スロット単位
の周波数ホッピングは、前記ＭＴＣ機器のためのＰＵＣＣＨ領域が前記アップリンクシス
テム帯域幅の両端に配置される場合のみに可能でありうる。このように、前記ＰＵＣＣＨ
領域がアップリンクシステム帯域幅の両端に配置される場合には、前記ＭＴＣ機器は別途
のシグナリングがなくても前記スロット単位の周波数ホッピングを遂行することができる
ことと仮定することができる。しかしながら、ＰＵＣＣＨ領域がアップリンクシステム帯
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域幅の一側端のみに配置する場合には、前記ＭＴＣ機器は別途のシグナリングがなくても
、スロット単位の周波数ホッピングを遂行しないことと仮定することができる。
【０１１１】
　第２の方案として、システム帯域の全体でない、一部の副帯域のみを使用するＭＴＣ機
器のためのＰＵＣＣＨ領域は、前記副帯域の一側端に対してのみ配置できる。この場合に
、前記ＭＴＣ機器のための副帯域の中間のＲＥ、またはある一側端のＲＥが前記アップリ
ンクシステム帯域の中間より上に位置する場合には、前記ＭＴＣ機器のためのＰＵＣＣＨ
領域は、前記アップリンクシステム帯域幅の上側に対応する領域に配置できる。または、
反対に、前記ＭＴＣ機器のための副帯域の中間のＲＥ、またはある一側端のＲＥが前記ア
ップリンクシステム帯域幅の中間より下に位置する場合には、前記ＭＴＣ機器のためのＰ
ＵＣＣＨ領域は、ＭＴＣアップリンクシステム帯域幅の下方に対応する領域に配置できる
。
【０１１２】
　第３の方案として、システム帯域の全体でない、一部の副帯域のみを使用するＭＴＣ機
器のためのＰＵＣＣＨ領域は、前記アップリンクシステム帯域幅の一側端付近のみに配置
されるように設定できる。この場合に、前記ＭＴＣ機器の副帯域の中間のＲＥ、またはあ
る一側端のＲＥが前記アップリンクシステム帯域幅が属したＲＢＧの中心ＲＥ、またはＲ
Ｅ境界より上に位置する場合には、前記ＭＴＣ機器のためのＰＵＣＣＨ領域は、前記シス
テム帯域幅の上側に対応する領域に配置できる。または、反対に、前記ＭＴＣ機器の副帯
域の中間のＲＥ、またはある一側端のＲＥが前記アップリンクシステム帯域幅が属したＲ
ＢＧの中心ＲＥ、またはＲＥ境界より下に位置する場合には、前記アップリンクシステム
帯域幅の下側に対応する領域に配置できる。前記ＭＴＣ機器の副帯域が複数のＲＢＧに亘
った場合には、多く亘った側のＲＢＧを基準にＰＵＣＣＨ領域を前記のような方式により
設定する。同一ＲＢ個数が複数のＲＢＧに重なった場合には、ＲＢＧインデックスが小さ
いものを基準にＰＵＣＣＨ領域を設定することを考慮することができる。
【０１１３】
　前述した方案により既存ＵＥまたは前記ＭＴＣ機器の副帯域と異なる副帯域を使用する
他のＭＴＣ機器に対するＰＵＳＣＨ　ＲＢ割り当ての柔軟性を高めることができる。前記
ＭＴＣ機器の副帯域内にＰＵＣＣＨ領域を設定する方案には、前記副帯域の両端の他にも
中間ＲＢ領域に前記ＰＵＣＣＨ領域を設定することをさらに考慮することもできる。前記
上位階層シグナルを通じて指示する方案に対するより具体的な例に、ＲＲＣシグナルを通
じてＰＵＣＣＨ（または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）が転送される副帯域及び／又はＰＲＢ領域
に対する候補を複数個指定することができ、またＤＣＩを通じて最終的にＰＵＣＣＨ（ま
たは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）を転送する副帯域及び／又はＰＲＢ組み合せを指示することが
できる。前記ＤＣＩは、ダウンリンクリソース割り当て（ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）のため
のＤＣＩでありうる。前記ＲＲＣシグナルにより指示された候補のうちのいずれか一つを
指示するインディケーションは、前記ＤＣＩ内にＡＲＩ（ＡＮ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ）形態に追加されるものであるか、またはＴＰＣフィールドを再使用する
ものでありうる。この際、前記ＴＰＣフィールドの再使用は、前記ＭＴＣ機器がＴＰＣを
活用した閉ループパワー制御（ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ）
を遂行しない時のみに可能でありうる。
【０１１４】
　更に他の方案には、ＰＵＣＣＨ（または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）が転送されるＰＲＢ開始
位置、そして／または終了位置をオフセット形態に上位階層シグナルを通じてＭＴＣ機器
に指定してくれることを考慮することができる。オフセットのより具体的な例には、一部
ビットはシステム帯域幅またはＭＴＣ機器の副帯域の開始を基準にするか、または終了を
基準にするかを表現することができ、残りのビットは適用するオフセット値を称するもの
でありうる。一方、前記ＰＵＣＣＨの反復回数が反復水準（ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　ｌｅ
ｖｅｌ）（または、ＣＥ水準）によって決定される場合に、基地局は各反復水準（または
、ＣＥ水準）別に、独立的に前記オフセットを前記ＭＴＣ機器にシグナリングして設定す
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ることができる。前記反復水準（または、ＣＥ水準）は反復を遂行しないものも含むこと
ができる。例えば、反復水準（または、ＣＥ水準）が０の場合、前記ＰＵＣＣＨの反復は
遂行できないことがある。そして、前記反復水準（または、ＣＥ水準）が１の場合には、
前記ＰＵＣＣＨが１回反復されて、最終的に同一なＰＵＣＣＨが２個のサブフレーム上で
転送されることを意味することができる。そして、前記反復水準（または、ＣＥ水準）が
２の場合には、同一なＰＵＣＣＨが４個のサブフレーム上で反復的に転送されることを意
味することができる。
【０１１５】
　一方、ＰＵＣＣＨ領域がスロット別に同一に設定された場合には、ＭＴＣ機器はＰＵＣ
ＣＨ転送時にスロット単位の周波数ホッピングを遂行しないことと解析することができ、
この場合に、ＭＴＣ機器はＰＵＣＣＨ領域がスロット別に同一位置のＲＢに配置されるこ
とを考慮することができる。または、ＰＵＣＣＨ領域が複数の連続的なＲＢを含む場合に
は、前記ＭＴＣ機器は前記複数のＲＢのうち、スロット単位でホッピングを行うことを考
慮することもできる。
【０１１６】
　他の一方、ＭＴＣ機器が特定サブフレームまたはサブフレーム領域上のみで転送するよ
うに、前記ＭＴＣ機器の副帯域または前記ＰＵＣＣＨ領域が設定されることもできる。前
記転送が許容されないか、または前記副帯域またはＰＵＣＣＨ領域が設定されないサブフ
レーム上で前記ＭＴＣ機器はＰＵＣＣＨなどのアップリンク物理チャンネルの全体または
一部を転送しないことがある。
【０１１７】
　Ｉ．１カバレッジ拡張地域に位置したＭＴＣ機器のためのＰＵＣＣＨ領域設定
　前述したように、カバレッジ拡張（ＣＥ）地域に位置したＭＴＣ機器は、各チャンネル
別に異なる反復水準が設定できる。この際、互いに異なる反復水準にアップリンク物理チ
ャンネルが転送されれば、基地局の立場では受信パワーが異なることがある。特に、複数
のＵＥによりそれぞれ転送されたＰＵＣＣＨのようなチャンネルは、基地局ではＣＤＭ形
態に受信されるが、この際、チャンネル別に受信パワーの差が大きい場合に、具現によっ
て基地局がチャンネルを区分できないことがある。これは、ＰＵＣＣＨ検出性能の劣化を
もたらすことがある。したがって、受信パワーが似ている水準のチャンネルのみに限って
ＣＤＭされる方式を考慮することができる。この場合に、反復水準または反復水準のセッ
ト別にＰＵＣＣＨ領域を区分することを考慮することができる。ここで、ＰＵＣＣＨ領域
を区分するということは、反復水準（ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）が異なるチャ
ンネルの間にはＦＤＭ／ＴＤＭなどを通じて異なるＰＵＣＣＨ領域を有することができる
ようにすることと理解することができる。一例に、既存の一般的なＵＥに対するＰＵＣＣ
Ｈ領域の次に、反復水準の順にＰＵＣＣＨ領域をさらに設定することを考慮することがで
きる。
【０１１８】
　より具体的に、ＰＵＣＣＨ設定を反復水準別に独立的に遂行できる。具体的には、図１
１を参照して説明する。
【０１１９】
　図１１は、ＰＵＣＣＨの反復水準別にＰＵＣＣＨ領域に対する設定をシグナリングする
例を示す。
【０１２０】
　図１１を参照して分かるように、基地局はＰＵＣＣＨの反復水準別にＰＵＣＣＨリソー
スに対する設定をＭＴＣ機器にシグナリングしてくれることができる。
【０１２１】
　すると、前記ＭＴＣ機器はＰＵＣＣＨの反復水準を決定し、前記反復水準によってＰＵ
ＣＣＨの反復転送回数を決定することができる。
【０１２２】
　次に、前記ＭＴＣ機器は前記設定に基づいて、前記反復水準に該当するＰＵＣＣＨリソ
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ースを決定する。そして、前記決定されたリソース上で、前記ＭＴＣ機器は前記ＰＵＣＣ
Ｈを前記反復回数だけ転送する。
【０１２３】
　前記ＰＵＣＣＨ設定は、セル－特定的に（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）設定される値
を含むことを意味することができる。例えば、ＰＵＣＣＨ設定は循環桁移動（Ｃｙｃｌｉ
ｃ　ｓｈｉｆｔ）で区分可能な個数を指定することに用いられるｄｅｌｔａＰＵＣＣ－ｓ
ｈｉｆｔ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを含むＰＵＣＣＨリソースの開始位置を指定することに使用
できるｎ１ＰＵＣＣＨ－ＡＮ　ｎＣＳ－ＡＮ、ＣＳＩを含むＰＵＣＣＨリソースが含まれ
ることができるスロット当たりＰＲＢ個数を示すｎＲＢ－ＣＱＩなどの全体または一部の
組み合せを含むことができる。この際、各ＰＵＣＣＨ領域はＰＵＣＣＨリソースとＰＵＣ
ＣＨ狭帯域（ｎａｒｒｏｗｂａｎｄ）に対する情報をパラメータで表現されるものであり
うる。
【０１２４】
　一方、カバレッジ拡張（ＣＥ）地域に位置するＭＴＣ機器は、ＰＵＣＣＨの反復回数を
減らすための一環としてスロット単位の周波数ホッピングをまた適用することを考慮する
ことができる。この際、カバレッジ拡張（ＣＥ）地域に位置するＭＴＣ機器は、無線チャ
ンネル推定性能を高めるための一環として周波数ホッピング（ｈｏｐｐｉｎｇ）をスロッ
ト単位の代りに複数のサブフレームまたは複数のスロット単位で遂行することを考慮する
こともできる。
【０１２５】
　図１２ａ及び図１２ｂは、ＰＵＣＣＨが反復転送される場合、周波数ホッピングが適用
される例を示す。
【０１２６】
　図１２ａを参照して分かるように、ＭＴＣ機器がＰＵＣＣＨをＮ回（例えば、８回）反
復を遂行する場合に、最初のＮ／２サブフレーム（例えば、図示された１－４番サブフレ
ーム）上ではＭＴＣ機器のための副帯域内で周波数インデックス（例えば、サブキャリア
インデックス）が低い（高い）領域を通じて前記ＰＵＣＣＨが転送され、次のＮ／２サブ
フレーム（例えば、図示された５－８番サブフレーム）上では前記ＭＴＣ機器のための副
帯域内で周波数インデックス（例えば、サブキャリアインデックス）が高い（低い）領域
を通じて前記ＰＵＣＣＨが転送されることを考慮することができる。更に他の方案に、既
存の一般ＵＥまたは他のＭＴＣ機器のＰＵＳＣＨに対する連続的なＲＢの割り当てを保証
するための目的として、２個の周波数領域で各ＰＵＣＣＨの反復が転送されるサブフレー
ムの個数を異なるようにすることも考慮することができる。一例に、ＰＵＣＣＨが反復転
送される回数がＮとすると、Ｎ＝Ｎ１＋Ｎ２と仮定する。ここで、Ｎ１＞Ｎ２と仮定する
。Ｎ１個のサブフレーム上でＰＵＣＣＨの反復が転送される周波数領域と次のＮ２サブフ
レーム上でＰＵＣＣＨの反復が転送される周波数領域を異なるようにすることを考慮する
ことができる。ここで、Ｎ１とＮ２は予め設定された値であるか、または上位階層シグナ
ルによって指定される値でありうる。一方、前記ＰＵＣＣＨの周波数ホッピングは、前記
ＰＵＣＣＨがＮ回反復される間に一回遂行されるものであるか、または複数回遂行される
ものでありうる。前記周波数ホッピングを複数回遂行する例は、予めまたは上位階層シグ
ナルによって設定されたＮｓｔｅｐを基準にそれぞれ異なる周波数領域を通じてＰＵＣＣ
Ｈの反復を転送するものでありうる。
【０１２７】
　一方、図１２ｂを参照して分かるように、ＭＴＣ機器がＰＵＣＣＨをＮ回（例えば、８
回）反復を遂行する場合に、最初のＮ／２サブフレーム（例えば、図示された１－４番サ
ブフレーム）上ではＭＴＣ機器のための副帯域１を通じて前記ＰＵＣＣＨが転送され、次
のＮ／２サブフレーム（例えば、図示された５－８番サブフレーム）上では前記ＭＴＣ機
器のための副帯域２内で前記ＰＵＣＣＨが転送されることを考慮することができる。
【０１２８】
　代案的に、図示してはいないが、ＭＴＣ機器が第１のＰＵＣＣＨをＮ個のサブフレーム
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上で反復して転送し、第２のＰＵＣＣＨはＭ個のサブフレーム上で反復して転送する場合
、前記第１のＰＵＣＣＨは前記Ｎ個のサブフレーム上ではＭＴＣ機器のための副帯域１を
通じて転送され、前記第２のＰＵＣＣＨは前記Ｍ個のサブフレーム上ではＭＴＣ機器のた
めの副帯域２を通じて転送されることもできる。
【０１２９】
　ＩＩ．ＰＵＣＣＨリソースマッピング
　ＭＴＣ機器のダウンリンク副帯域とアップリンク副帯域とが互いにペアを組む（ｐａｉ
ｒｅｄ）ように設定されることもでき、各々独立的に設定されることもできる。一例に、
ダウンリンクトラフィックの量がアップリンクトラフィックの量より小さな状況で、複数
のＭＴＣ機器が一つのダウンリンク副帯域は共有するが、アップリンク副帯域はそれぞれ
異なるように設定される場合を考慮することもできる。ここで、複数のＭＴＣ機器の間に
（Ｅ）ＣＣＥインデックスが互いに異なるように指定された場合には、ＰＵＣＣＨリソー
スが区分されるようになって、ＰＵＣＣＨリソース使用に対する効率が落ちることもある
。例えば、ＭＴＣ機器１とＭＴＣ機器２は一つのダウンリンク副帯域は同一に割り当てを
受けて、アップリンク副帯域は互いに異なるように割り当てを受けたと仮定する。そして
、前記同一な一つのダウンリンク副帯域でＭＴＣ機器１はＥＣＣＥ１の割り当てを受けて
、ＭＴＣ機器２はＥＣＣＥ２の割り当てを受けたと仮定する。すると、前記ＭＴＣ機器１
はＰＵＣＣＨリソース１の割り当てを受けるようになり、前記ＭＴＣ機器２はＰＵＣＣＨ
リソース２の割り当てを受けるようになる。しかしながら、前記ＭＴＣ機器１とＭＴＣ機
器２との間にアップリンク副帯域は互いに異なるので、ＰＵＣＣＨリソースが敢えて互い
に異なるように指定される必要はないことがある。即ち、ある一つのアップリンク副帯域
内にＰＵＣＣＨリソースをぎゅうぎゅう押し詰めるためには、ＡＲＯなどを用いてＥＣＣ
Ｅ２に対しても場合によってはＰＵＣＣＨリソース１が割り当てられる方がよいこともあ
る。反対に、複数のＭＴＣ機器はアップリンク副帯域を同一に割り当てを受けるが、ダウ
ンリンク副帯域は互いに異なるように割り当てを受ける状況を考慮することもできる。こ
こで、前記ＭＴＣ機器がＰＵＣＣＨリソースマッピングを遂行する時に、前記ダウンリン
ク副帯域領域は互いに異なるが、アップリンク副帯域が同一であるため、ＰＵＣＣＨリソ
ースが同一になる問題が発生することもある。これに対し、図１３を参照して説明する。
【０１３０】
　図１３は、複数のＭＴＣ機器の間にアップリンク副帯域またはダウンリンク副帯域が同
一な状況を示す例示図である。
【０１３１】
　図１３を参照すると、ＭＴＣ機器１に対してはダウンリンク副帯域１とアップリンク副
帯域１とが互いにペアを組む（ｐａｉｒｅｄ）ように設定され、ＭＴＣ機器２に対しては
ダウンリンク副帯域２とアップリンク副帯域１とが互いにペアを組む（ｐａｉｒｅｄ）よ
うに設定され、ＭＴＣ機器３に対してはダウンリンク副帯域１とアップリンク副帯域２と
が互いにペアを組む（ｐａｉｒｅｄ）ように設定され、ＭＴＣ機器４に対してはダウンリ
ンク副帯域１とアップリンク副帯域２とが互いにペアを組む（ｐａｉｒｅｄ）ように設定
できる。この際、前記ＭＴＣ機器のアップリンク副帯域またはダウンリンク副帯域はＲＲ
Ｃシグナルによって指定されるか、またはＤＣＩなどを通じて指定できる。
【０１３２】
　前記の図１３に図示された例で、ＭＴＣ機器１とＭＴＣ機器２を見ると、ダウンリンク
副帯域は互いに異なるように割り当てを受けるが、アップリンク副帯域は互いに同一に割
り当てを受けたので、ＰＵＣＣＨリソースが同一になる問題が発生することがある。
【０１３３】
　このような問題を解決するための方案には、基地局が任意ＭＴＣ機器にダウンリンク副
帯域を同一に割り当てる場合には、アップリンク副帯域も同一に割り当てることができる
ように、ダウンリンク副帯域とアップリンク副帯域の対を指定してくれて、これをＭＴＣ
機器にシグナリングすることを考慮することができる。しかしながら、これが意の如くな
らないか、またはシステム帯域幅の効率良い管理のために、ダウンリンク副帯域とアップ
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リンク副帯域の対を指定せず、各々独立的に設定する場合には、効率良くＰＵＣＣＨリソ
ース割り当てが遂行されるようにするための方案、またはダウンリンク副帯域は異なるが
、ＣＣＥインデックスを同一に使用することによって発生するＰＵＣＣＨリソース衝突問
題を解決するための方案を考慮する必要がある。
【０１３４】
　したがって、本節では次のような方案を提示する。
【０１３５】
　第１方案として、複数のＭＴＣ機器に対し、該当アップリンク副帯域とペアが組まれた
ＤＬダウンリンク副帯域が複数の場合には、前記基地局はＰＤＣＣＨを使用しない。代り
に、前記基地局はダウンリンクスケジューリングをＥＰＤＣＣＨを介して遂行する。前記
基地局は、ＥＰＤＣＣＨのＡＲＯ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｏｆｆｓｅｔ
）などを通じて、前記ＭＴＣ機器がそれぞれＰＵＣＣＨリソースマッピングを遂行する時
にＰＵＣＣＨリソースが衝突することを防止することができる。前記ＥＰＤＣＣＨに含ま
れたＡＲＯ値の範囲はＰＵＣＣＨリソース選択に対する柔軟性（ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ
）を増大するために拡張されることもできる。このような方案は、ＭＴＣ機器のアップリ
ンク副帯域とダウンリンク副帯域が一対一（ｏｎｅ　ｔｏ　ｏｎｅ）にペアが組まれない
場合のみに適用されるようにすることもできる。
【０１３６】
　第２方案として、基地局はＰＤＣＣＨ内にＡＲＯ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｏｆｆｓｅｔ）を追加して転送することを考慮することができる。このようなＡＲＯ
は、前記ＭＴＣ機器がＰＵＣＣＨリソースを決定する時にＣＣＥ及び上位階層シグナルと
共に使用できる。一つのアップリンク副帯域が複数のダウンリンク副帯域とマッピングさ
れた状況で、前記基地局は該当ＡＲＯの値を調節することによって、前記複数のダウンリ
ンク副帯域の間にＣＣＥ値が同一な状況にも、ＰＵＣＣＨリソースが衝突されることを防
止することができる。また、一つのダウンリンク副帯域が複数のアップリンク副帯域とマ
ッピングされた状況で、前記一つのダウンリンク副帯域に対して複数のＭＴＣ機器が互い
に異なるＣＣＥ値を使用する場合にも、前記方案は各ＭＴＣ機器が各自のアップリンク副
帯域でＰＵＣＣＨリソースの活用をより柔軟に利用できるようにする。一方、このような
方案は該当アップリンク副帯域とマッピングされたダウンリンク副帯域が複数個の場合の
みに遂行されることもできる。または、前記基地局は前記方案の適用するか否かを決定し
た後、上位階層シグナルを通じて前記適用するか否かを知らせることができる。
【０１３７】
　第３方案として、システム帯域幅の全体でない、一部の副帯域を使用するＭＴＣ機器は
、ＵＥＩＤ（例えば、ＵＥ－ＲＮＴＩ）を追加的に考慮してＰＵＣＣＨリソースを決定す
ることができる。このような方案は、該当アップリンク副帯域とマッピングされたダウン
リンク副帯域が複数個の場合のみに遂行されることもできる。または、前記基地局は前記
方案の適用するか否かを決定した後、上位階層シグナルを通じて前記適用するか否かを知
らせることができる。
【０１３８】
　第４方案として、システム帯域幅の全体でない、一部の副帯域を使用するＭＴＣ機器は
、ダウンリンク副帯域／アップリンク副帯域に対する情報をさらに考慮してＰＵＣＣＨリ
ソースを決定することができる。より具体的に、前記ダウンリンク副帯域はＵＳＳ（ＵＥ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｓｐａｃｅ）内の（Ｅ）ＰＤＣＣＨが転送される領
域であるか、またはＰＤＳＣＨが転送される領域でありうる。一例に、ダウンリンク副帯
域／アップリンク副帯域のインデックスが全体システム帯域幅を基準に与えられた状態で
あれば、前記ＭＴＣ機器は該当インデックスをＰＵＣＣＨリソース決定時に用いることが
できる。このような方案は該当アップリンク副帯域とマッピングされたダウンリンク副帯
域が複数個の場合のみに遂行されることもできる。または、前記基地局は前記方案の適用
するか否かを決定した後、上位階層シグナルを通じて前記適用するか否かを知らせること
ができる。
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【０１３９】
　一方、ＡＲＯなどのインディケーションフィールドは、ＭＴＣ機器のために新しく追加
されるものであるか、または既存のＴＰＣフィールドが再使用されるものでありうる。Ｔ
ＰＣフィールドの再使用は、ＭＴＣ機器がＴＰＣフィールドを用いた閉ループ電力制御（
ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ）動作を遂行しない場合のみに遂
行できる。ＰＵＣＣＨリソースの決定は、同一なＰＲＢ内で循環桁移動（ｃｙｃｌｉｃ　
ｓｈｉｆｔ）とＯＣＣ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｃｏｖｅｒ　ｃｏｄｅ）を通じて区分さ
れることを称することもでき、他のＰＲＢを指示するものでありうる。
【０１４０】
　前記羅列した方案は、カバレッジ拡張地域に位置したＭＴＣ機器がアップリンクチャン
ネルまたはダウンリンクチャンネルの反復的な転送を遂行する時に適用できる。
【０１４１】
　ＩＩ－２．カバレッジ拡張地域に位置したＭＴＣ機器のＰＵＣＣＨリソースマッピング
　一方、前記カバレッジ拡張地域に位置したＭＴＣ機器は（Ｅ）ＰＤＣＣＨを複数のサブ
フレーム上で反復的に転送することもできる。この際、各サブフレーム上で転送される（
Ｅ）ＰＤＣＣＨ内で（Ｅ）ＣＣＥに対する値も変化されることもできる。前記サブフレー
ム別に変化する（Ｅ）ＣＣＥ値はブラインド復号（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｃｏｄｉｎｇ）の負
担を軽減させるために予め設定されたパターンに変化できる。この場合に、物理チャンネ
ルなどの反復水準が互いに異なれば、前記物理チャンネルの開始地点（サブフレーム開始
位置）は互いに同一であっても、前記物理チャンネルの終了地点は互いに異なることがあ
る。反対に、前記物理チャンネルの終了地点は互いに同一であるが、前記物理チャンネル
の開始地点は互いに異なることがある。仮に、第１反復水準の第１のＰＤＣＣＨの転送が
始まるサブフレームと第２反復水準の第２のＰＤＣＣＨの転送が始まるサブフレームの位
置は異なるが、前記転送開始サブフレーム内でのＣＣＥが同一な場合に、ＰＵＣＣＨリソ
ースは前記同一なＣＣＥに基づいて決定されるので、互いに衝突が発生することがある。
これを防止するための方案に、（Ｅ）ＰＤＣＣＨが反復転送される場合、前記（Ｅ）ＰＤ
ＣＣＨの転送の最後のサブフレームの（Ｅ）ＣＣＥを基準に、ＰＵＣＣＨリソースが決定
されるようにすることもできる。これとは別に、または追加的に、前記ＰＵＣＣＨリソー
スを決定するための第３のパラメータを導入することを考慮することができ、次は該当内
容に対するより具体的な一例である。
【０１４２】
　第１方案として、カバレッジ拡張（ＣＥ）に位置するＭＴＣ機器に対し、前記基地局は
ＰＤＣＣＨを使用しないことがある。代りに、前記基地局はダウンリンクスケジューリン
グをＥＰＤＣＣＨを介して遂行する。前記基地局は、ＥＰＤＣＣＨのＡＲＯ（ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｏｆｆｓｅｔ）などを通じて、前記ＭＴＣ機器がそれぞれＰ
ＵＣＣＨリソースマッピングを遂行する時にＰＵＣＣＨリソースが衝突することを防止す
ることができる。前記ＥＰＤＣＣＨに含まれたＡＲＯ値の範囲はＰＵＣＣＨリソース選択
に対する柔軟性（ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ）を増大するために拡張されることもできる。
【０１４３】
　第２方案として、基地局はＰＤＣＣＨ内にＡＲＯ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｏｆｆｓｅｔ）を追加して転送することを考慮することができる。このようなＡＲＯ
は、前記ＭＴＣ機器がＰＵＣＣＨリソースを決定する時にＣＣＥ及び上位階層シグナルと
共に使用できる。前記基地局は、該当ＡＲＯの値を調節することによって、反復水準が互
いに異なるチャンネルの間に初期ＣＣＥ値が互いに同一であっても、ＰＵＣＣＨリソース
が衝突されることを防止することができる。このような方案の適用するか否かに対して前
記基地局は上位階層シグナルを通じてＭＴＣ機器に知らせることができる。
【０１４４】
　第３方案として、カバレッジ拡張地域に位置するＭＴＣ機器は、ＵＥＩＤ（例えば、Ｕ
Ｅ－ＲＮＴＩ）を追加的に考慮してＰＵＣＣＨリソースを決定することができる。このよ
うな方案の適用するか否かに対して前記基地局は上位階層シグナルを通じてＭＴＣ機器に
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知らせることができる。
【０１４５】
　第４方案として、カバレッジ拡張地域に位置するＭＴＣ機器は、反復水準に対する情報
をさらに考慮して、ＰＵＣＣＨリソースを決定することができる。このような方案の適用
するか否かに対して前記基地局は上位階層シグナルを通じてＭＴＣ機器に知らせることが
できる。
【０１４６】
　第５方案として、カバレッジ拡張地域に位置するＭＴＣ機器は（Ｅ）ＰＤＣＣＨ転送の
開始時点または終了時点をさらに考慮して、ＰＵＣＣＨリソースを決定することができる
。前記開始／終了時点はサブフレームインデックス形態に表現されることもでき、ＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルインデックスやスロットインデックスで表現されることもできる。
【０１４７】
　前記方案のうちの一部または全体は組み合せられることもできる。一例に、ＭＴＣ機器
はＡＲＯと共に反復水準をさらに考慮して、ＰＵＣＣＨリソースを決定することができる
。前記ＡＲＯのような指示フィールドは、ＭＴＣ機器のためにＰＤＣＣＨ内に新しく追加
されることもでき、既存ＴＰＣフィールドを再使用するものでありうる。ＴＰＣフィール
ドの再使用はＭＴＣ機器がＴＰＣフィールドを用いた閉ループ電力制御（ｃｌｏｓｅｄ　
ｌｏｏｐ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ）動作を遂行しない場合のみに遂行できる。ＰＵ
ＣＣＨリソースの決定は同一なＰＲＢ内で循環桁移動（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）とＯ
ＣＣ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｃｏｖｅｒ　ｃｏｄｅ）を通じて区分されることを称する
こともでき、他のＰＲＢを指示するものでありうる。より具体的な例として、ＭＴＣ機器
がＰＵＣＣＨリソースまたはＰＵＣＣＨが転送されるＲＢ位置を決定することにダウンリ
ンク副帯域が使われるようにすることができる。前記ＭＴＣ機器は、ＵＳＳのモニタリン
グを遂行するダウンリンク副帯域またはＰＤＳＣＨが受信されるダウンリンク副帯域によ
って、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを含むＰＵＣＣＨを転送する領域を決定することができる。
【０１４８】
　今まで説明した、本発明の実施形態は多様な手段を通じて具現できる。例えば、本発明
の実施形態は、ハードウェア、ファームウエア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトウェア、ま
たはそれらの結合などにより具現できる。具体的には、図面を参照して説明する。
【０１４９】
　図１４は、本明細書の開示が具現される無線通信システムを示すブロック図である。
【０１５０】
　基地局２００は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）２０１、メモリ（ｍｅｍｏｒｙ）
２０２、及びＲＦ部（ＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）ｕｎｉｔ）２０３を含む
。メモリ２０２はプロセッサ２１０と連結されて、プロセッサ２１０を駆動するための多
様な情報を格納する。ＲＦ部２０３はプロセッサ２１０と連結されて、無線信号を送信及
び／又は受信する。プロセッサ２１０は、提案された機能、過程、及び／又は方法を具現
する。前述した実施例で基地局の動作はプロセッサ２１０により具現できる。
【０１５１】
　ＭＴＣ機器１００は、プロセッサ１０１、メモリ１０２、及びＲＦ部１０３を含む。メ
モリ１０２はプロセッサ１０１と連結されて、プロセッサ１０１を駆動するための多様な
情報を格納する。ＲＦ部１０３はプロセッサ１０１と連結されて、無線信号を送信及び／
又は受信する。プロセッサ１０１は、提案された機能、過程、及び／又は方法を具現する
。
【０１５２】
　プロセッサは、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒ
ａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他の　チップセット、論理回路及び／又はデータ処理装置
を含むことができる。メモリは、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ
（　そして、ｒｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、メモリカード
、格納媒体、及び／又は他の格納装置を含むことができる。ＲＦ部は、無線信号を処理す
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るためのベースバンド回路を含むことができる。実施形態がソフトウェアで具現される時
、前述した技法は前述した機能を遂行するモジュール（過程、機能など）で具現できる。
モジュールはメモリに格納され、プロセッサにより実行できる。メモリはプロセッサの内
部または外部にあることができ、よく知られた多様な手段によりプロセッサと連結できる
。
【０１５３】
　前述した例示的なシステムにおいて、方法は一連のステップまたはブロックで順序図に
基づいて説明されているが、本発明はステップの順序に限定されるものではなく、あるス
テップは前述したことと異なるステップと異なる順に、または同時に発生することができ
る。また、当業者であれば、順序図に示したステップが排他的でなく、異なるステップが
含まれるか、または順序図の一つまたはその以上のステップが本発明の範囲に影響を及ぼ
さないで削除できることを理解することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８ａ】 【図８ｂ】

【図８ｃ】

【図９】

【図１０ａ】

【図１０ｂ】

【図１１】
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【図１２ａ】

【図１２ｂ】

【図１３】

【図１４】
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